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二
〇
二
二
年
度  

教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

東
大
駒
場
友
の
会
で
は
、
恒
例
の
「
新
入
生
保
護

者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会
」を
四
月
九
日（
土
）

に
開
催
し
ま
し
た
。
東
京
大
学
で
は
今
春
よ
り
授
業

は
主
に
対
面
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、

二
〇
二
〇
年
度
（
秋
開
催
）、
二
〇
二
一
年
度
に
続
い

て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
使
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
名
所
を

直
に
ご
覧
い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ
と
、
食
事
を
取
り

な
が
ら
歓
談
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
っ
た
一

方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゆ
え
に
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
最
大
時
に
は
約
三
〇
〇
件

の
接
続
数
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
今
年
六
月
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る
浅
島

誠
・
友
の
会
会
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
、
斎
藤
毅
・
数
理
科
学
研
究
科
長
よ
り
数
学
の

研
究
教
育
の
意
義
と
広
が
り
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
森
山
工
・
教
養
学
部
長
の
講
演
で
は
、

前
半
に
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
対
応
に

つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
、
後
半
で
は
専
門
課
程

に
進
む
前
に
新
入
生
に
は
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
懸

命
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
複
数
の
課
題
を
見
つ

け
て
欲
し
い
と
い
う
趣
旨
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
教

養
と
い
う
と
「
広
く
浅
く
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
異
な
る
分
野
を
結
び
付
け
て
新
し
い
発

見
を
す
る
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
相
当
の
見
識
を

持
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
何
よ
り
先
入
観

に
囚
わ
れ
ず
柔
軟
な
見
方
を
す
る
に
は
若
い
頃
か
ら

そ
れ
を
習
慣
と
し
て
身
に
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。「
こ
れ
か
ら
は
専
門
性
を
深
め
な
い
と
世
界
で

太
刀
打
ち
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
て
久
し
い
も
の
の
、

「
興
味
あ
る
こ
と
だ
け
に
閉
じ
こ
も
っ
て
は
い
け
な

い
」、「
そ
れ
で
は
前
期
課
程
教
育
の
醍
醐
味
を
味
わ

う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
含
蓄
の
あ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
し
た
。

後
半
で
は
、
在
学
生
と
教
員
も
見
た
こ
と
の
な
い

映
像
を
含
む
キ
ャ
ン
パ
ス
紹
介
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、

駒
場
の
教
育
を
支
え
る
事
務
部
の
部
課
長
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー

ム
機
能
を
使
っ
て
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
教
員
と
の
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。
様
々
な
分
野
の
二
〇
名
の
教
員

の
参
加
し
た
懇
談
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
質
問
に
対

し
て
教
員
か
ら
は
自
分
の
学
生
時
代
と
指
導
経
験
を

踏
ま
え
た
真
摯
な
回
答
が
あ
り
、
有
意
義
な
意
見
交

換
、
理
解
促
進
の
場
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
形
式
の
中
で
、
新
規

会
員
の
皆
さ
ま
に
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
豊
か
さ
に
つ

い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

週
末
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ま
と
キ
ャ
ン
パ

ス
を
結
び
付
け
る
様
々
な
企
画
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
東
大
駒
場
友
の
会
事
務
局
長　

総
合
文
化
研
究

科
教
授　

受
田
宏
之
）

社
員
総
会
・
理
事
会
と 

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

六
月
十
八
日
（
土
）、オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
「
社

員
総
会
・
理
事
会
」
に
お
い
て
、
昨
年
度
の
事
業
・

会
計
の
報
告
と
今
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
役
員
に
よ

る
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
社
員
総
会
・
理
事
会

の
審
議
で
、
法
人
化
以
降
六
年
間
、
会
長
を
務
め
ら

れ
た
浅
島
誠
先
生
の
退
任
と
木
畑
洋
一
先
生
（
本
学

名
誉
教
授
・
元
教
養
学
部
長
）
の
新
会
長
就
任
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。（
新
旧
会
長
の

寄
稿
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
）

会
員
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
の
「
活
動
報
告
会
」
に

は
、
遠
方
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
で
ご
参
加
の
方
も

多
く
、「
配
信
」
で
行
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
・
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
等
、
今
後
も
検
討
を
重
ね

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た

経
験
や
技
術
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
教
養

学
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
駒
場
の
教
育
研
究
活
動
へ

の
関
心
を
高
め
る
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
活
動
報
告
会
」
の
配
信
に
先
が
け
て
行
わ
れ
た

社
員
総
会
で
の
審
議
を
受
け
、
理
事
会
で
協
議
・
承

認
さ
れ
た
二
〇
二
一
年
度
事
業
・
会
計
報
告
と

二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
こ
こ
に

ご
報
告
し
ま
す
。（
当
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
詳
細
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

二
〇
二
一
年
度
事
業
報
告

Ⅰ 

懇
談
会
・
講
演
会
の
開
催
（
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ー
ル
を
活
用
）、
そ
の
他
の
事
業

一 

新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
十
日
）

二 

秋
の
講
演
会
（
十
二
月
四
日
）

三 

味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
（
十
二
月
十
九
日
）

四 

金
曜
特
別
講
座
（
受
講
案
内
）

五 

学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作

Ⅱ 

寄
付
事
業

従
来
の
「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
に
加
え
、

二
〇
二
〇
年
度
よ
り
「
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
へ
の
寄
付
」

事
業
を
実
施
し
、
会
員
有
志
や
新
入
生
保
護
者
有

志
か
ら
合
わ
せ
て
二
、六
〇
九
、〇
〇
〇
円
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
主
な
寄
付
先
と
使
途
は
以
下
の
通

り
。
駒
場
図
書
館
学
生
用
図
書
（
九
九
九
、九
七
三

円
）、
三
鷹
国
際
学
生
宿
舎
院
生
会
活
動
支
援

（
十
八
万
円
）、
駒
場
祭
協
賛
（
四
〇
万
円
）、
五
月

祭
協
賛
（
十
六
万
円
）、
学
生
団
体
へ
の
支
援
（
四

団
体
へ
合
計
四
九
九
、四
〇
〇
円
）、
そ
の
他
学
部
支

援
（
五
三
一
、〇
〇
〇
円
）、
駒
場
博
物
館
（
特
別
展

広
報
活
動
へ
の
支
援
、
二
八
一
、二
六
五
円
）、
金
曜

特
別
講
座
へ
の
支
援
（
五
、九
一
〇
円
）、
コ
ロ
ナ
対
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策
支
援
と
し
て
、
教
室
棟
設
置
の
た
め
の
非
接
触
型

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
三
五
台
、
駒

場
図
書
館
へ
自
動
貸
出
機
1
台
を
寄
贈
（
合
計
二
、

六
二
五
、一
五
〇
円
）。
寄
付
事
業
経
費
四
七
、二
〇
一

円
と
合
わ
せ
、
寄
付
支
出
の
合
計
は
五
、七
二
九
、八

九
九
円
と
な
っ
た
。

Ⅲ 

広
報
活
動 

一 

会
報
第
三
七
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
十
五
日
）、

第
三
八
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
十
五
日
）

二 

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

https://tom
onokai.c.u-tokyo.ac.jp/

Ⅳ 

会
員
数

二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
（
期
末
）　

終
身
会

員
一
六
六
名
、
通
常
会
員
三
五
二
名
、
会
友
会

員
二
、一
九
五
名
（
合
計
二
、七
一
三
名
）。
一
高

同
窓
会
会
員
一
三
三
名
、
東
高
同
窓
会
会
員

五
八
名
。 

Ⅴ 

理
事
会
・
社
員
総
会
や
会
議
の
開
催

一 

理
事
会
・
総
会
の
開
催
（
六
月
十
二
日
）

二 

事
務
局
運
営
会
議
の
定
期
開
催
（
六
月
八
日
、

十
月
二
九
日
、
一
月
二
五
日
、
三
月
八
日
）

※
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画

Ⅰ 

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

一 

新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
九
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
て
実
施
済
）

二 

講
演
会
等
の
開
催　

主
催
講
演
会
の
開
催
は

じ
め
教
養
学
部
や
研
究
室
主
催
の
社
会
連
携

文
化
行
事
へ
の
協
力

三 

「
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
」（
ル
ヴ
ェ
ソ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
共
催
）

四 

音
楽
活
動
の
支
援
（
教
養
学
部
オ
ル
ガ
ン
委

員
会
、
ピ
ア
ノ
委
員
会
と
協
力
し
開
催
形
式
を

検
討
）

Ⅱ 

寄
付
事
業

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
寄

付
金
を
活
用
し
、
教
養
学
部
お
よ
び
駒
場
祭
を
は
じ

め
と
し
た
学
生
の
自
主
活
動
へ
の
寄
付
、
教
員
か
ら

の
事
業
提
案
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
、
三
鷹
国
際
学
生
宿
舎
等
の
教
育
研
究
の
環
境
の

向
上
と
多
様
化
に
協
力
す
る
。

Ⅲ 

広
報
活
動

一 

会
報
第
三
九
号
、
第
四
〇
号

二 

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト 

https://tom
onokai.c.u-tokyo.ac.jp/

Ⅳ 

理
事
会
・
社
員
総
会
や
各
種
委
員
会
の
開
催

一 

理
事
会
・
社
員
総
会
・
活
動
報
告
会
・
会
員

懇
談
会
の
開
催
（
六
月
十
八
日
実
施
済
）

二 
定
例
事
務
局
運
営
会
議
の
開
催
（
年
四
回
）

「
東
大
駒
場
友
の
会
」会
長
退
任
の

あ
い
さ
つ

浅
島　
誠

こ
の
度
、
二
〇
一
六
年
か
ら
六
年
間
「
東
大
駒
場

友
の
会
」
会
長
を
務
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
退
任
す

る
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
六
年
間
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
歴
代
の
教
養
学
部
長
・
総
合
文
化
研
究
科
長
、
数

理
科
学
研
究
科
長
、
理
事
、
会
員
、
会
友
、
事
務
局

員
、
教
養
学
部
職
員
、
保
護
者
の
方
々
等
関
係
者
の

皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
事

務
局
長
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
村
松
真
理
子
先
生

に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
間
、「
東
大

駒
場
友
の
会
」は
二
〇
一
六
年
に
一
般
社
団
法
人「
東

大
駒
場
友
の
会
」
へ
と
体
制
が
整
備
さ
れ
、
組
織
と

し
て
従
来
の
「
駒
場
友
の
会
」
の
任
意
団
体
か
ら
社

会
的
、
学
内
的
に
責
任
の
あ
る
組
織
へ
と
変
化
し
ま

し
た
。

前
身
の
「
駒
場
友
の
会
」
は
二
〇
〇
四
年
に
本
間

長
世
先
生
を
会
長
と
し
て
有
志
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
年
は
国
立
大
学
法
人
化
が
行
わ
れ
、
東
大

も
教
養
学
部
も
大
き
な
過
渡
期
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。
東
大
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
教
養
学
部
は
大
学
の
前

期
課
程
の
一
、二
年
生
全
員
が
学
ん
で
お
り
、
大
学

教
育
の
中
で
非
常
に
重
要
な
「
場
」
と
「
役
目
・
任

務
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
駒
場
友
の
会
」
の
教
職

員
が
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
育
て
上
げ
ら
れ
て
き
た
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
堅
持
し
発
展
し
て
い
く
た
め

の
責
任
感
の
基
に
作
っ
た
も
の
で
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
教
育
・
研
究
・
勉
学
と
そ
の
環
境
を
支
援
し
、

そ
の
文
化
を
現
役
の
教
職
員
、
卒
業
生
、
在
学
生
そ

し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
協
力
し
な
が
ら
集

う
組
織
と
し
て
活
動
し
て
き
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
、

教
養
学
部
の
学
生
と
保
護
者
へ
の
教
育
・
研
究
、
情

報
の
環
境
を
整
え
、
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。保
護
者・

教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会
や
音
楽
会
、
講
演
会
な
ど

を
開
催
し
、
会
員
・
保
護
者
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
、
さ
ら
に
大
学
が
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
参
り
ま
し
た
。

「
東
大
駒
場
友
の
会
」
は
「
駒
場
友
の
会
」
の
精

神
と
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
毎
年
、
教
養
学
部
長
と

教
養
学
部
新
入
生
の
保
護
者
・
家
族
と
の
「
学
部
長

と
の
懇
談
会
」
は
大
切
な
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
折
に
は
ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
先
生
の
オ
ル
ガ
ン
演

奏
、
多
く
の
教
員
を
案
内
人
と
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
駒
場
の
歴
史
、
時
計

塔
、
図
書
館
、
博
物
館
な
ど
の
由
緒
あ
る
建
築
を
解

説
し
て
も
ら
い
な
が
ら
見
学
し
、
そ
し
て
緑
豊
か
な

中
庭
を
巡
り
、
最
後
は
昼
食
懇
談
会
で
新
入
生
保
護

者
と
教
職
員
が
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。た

だ
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

二
〇
二
〇
年
度
は
「
学
部
長
と
の
懇
談
会
」
は
ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、
全
国
か
ら
多
く
の

保
護
者
・
ご
家
族
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
学
部

長
を
ガ
イ
ド
に
、
普
段
入
る
事
の
で
き
な
い
場
所
や

第
一
高
等
学
校
の
移
転
の
こ
ろ
の
貴
重
な
映
像
も
盛

り
込
む
な
ど
新
し
い
試
み
と
し
て
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ

ア
ー
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
度
と

二
〇
二
二
年
度
も
同
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
森

山
工
学
部
長
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
の
中
、
開
催
形
式
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
「
東
大
駒
場
友
の
会
」
の

思
い
や
果
た
す
べ
き
役
割
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
伝

え
続
け
て
い
ま
す
。

秋
の「
味
覚
の
一
週
間
」の
イ
ベ
ン
ト
も
駒
場
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
『
ル
ヴ
ェ
ソ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
』

の
協
力
に
よ
り
毎
年
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
歴
史
や
食
の
社
会
文
化
史
に

思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、「
本
物
」
を
「
知
的
」
に

体
験
す
る
企
画
は
毎
回
好
評
で
、
昨
年
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
ご
自
宅
に
て
料
理
を
食
べ
な
が
ら
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

講
演
会
も
数
多
く
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
近
年

そ
の
扱
う
内
容
は
、
学
生
相
談
所
か
ら
の
学
生
の
悩

み
や
将
来
像
な
ど
学
生
に
寄
り
添
っ
た
も
の
か
ら
、

学
術
、
社
会
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
な
ど
時
代
を

反
映
し
た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

教
養
学
部
事
務
室
部
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
大
学
と
は
ど
う
い
う
所
な
の
か
実
際
に
見
て
も

ら
い
交
流
を
深
め
保
護
者
や
地
域
の
人
々
に
も
文
化

的
活
動
を
公
開
し
た
り
、
博
物
館
や
図
書
館
と
も
連

携
し
た
り
、
学
生
の
課
外
活
動
の
支
援
、
駒
場
の
魅

力
を
伝
え
る
催
し
を
続
け
て
い
ま
す
。歴
史
的
に
は
、
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駒
場
の
教
養
教
育
の
原
点
で
も
あ
っ
た
一
高
の
同
窓

会
が
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
内
に
か
つ
て
同
窓
会

事
務
室
を
設
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
精
神
を

引
き
継
ぐ
こ
と
も
当
会
設
立
の
柱
の
一
つ
で
し
た
。

現
在
も
、
一
高
・
東
大
の
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
、

歴
史
あ
る
環
境
を
維
持
し
、
更
に
良
き
環
境
と
す
る

た
め
に
引
き
続
き
組
織
活
動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
、

ご
協
力
が
あ
っ
て
「
東
大
駒
場
友
の
会
」
で
活
動
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
次
期
執
行
部
の
木
畑
洋
一
会
長
、
受
田
宏
之

事
務
局
長
に
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
学
名
誉
教
授　

元
教
養
学
部
長　

第
四
代
東

大
駒
場
友
の
会
会
長
）

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

木
畑
洋
一

こ
の
た
び
、
浅
島
誠
前
会
長
の
後
任
と
し
て
、
東

大
駒
場
友
の
会
（
以
下
、
友
の
会
と
略
称
を
用
い
ま

す
）
の
会
長
に
就
任
し
た
木
畑
洋
一
と
申
し
ま
す
。

会
員
、
会
友
会
員
の
皆
様
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

友
の
会
で
の
私
の
会
員
番
号
は
十
四
番
で
す
。
こ

れ
か
ら
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
私
は
友
の
会
の
創
立

と
ほ
ぼ
同
時
に
終
身
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
国
立
大

学
の
法
人
化
が
行
わ
れ
た
二
〇
〇
四
年
春
の
こ
と
で

す
。
そ
の
年
三
月
に
友
の
会
を
創
立
す
る
会
が
開
か

れ
た
時
、
学
部
長
は
他
な
ら
ぬ
浅
島
学
部
長
で
、
私

は
副
学
部
長
と
し
て
の
最
後
の
時
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
教
養
学
部
で
の
教
育
研
究
や
文
化
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
応
援
し
て
い
く
た
め
に
駒
場
を
大
切
に
思
う

人
々
が
集
う
組
織
を
作
ろ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が

努
力
さ
れ
た
成
果
と
し
て
、
友
の
会
は
生
ま
れ
た
わ

け
で
、
私
自
身
は
そ
の
過
程
の
周
縁
に
い
た
だ
け
で

す
が
、
創
立
の
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
初
代
の
本
間
長
世
会
長
の
も
と
、
友
の
会

は
順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物

も
企
画
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
と
い
え
ば
、

二
〇
〇
五
年
春
か
ら
二
年
間
、
学
部
長
と
し
て
友
の

会
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
続
い
て
い
る
「
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会
」

が
始
ま
っ
た
の
は
、
私
の
学
部
長
在
任
中
の

二
〇
〇
六
年
の
こ
と
で
し
た
。
同
年
六
月
に
開
か
れ

た
懇
談
会
で
、
私
は
「
駒
場
が
若
か
っ
た
頃
、
私
が

若
か
っ
た
頃
」
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

小
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
そ
の
日
の
記
録
を

繰
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
父
兄
と
学
部
長
の
懇
談
会

で
疲
労
こ
ん
ぱ
い
」
と
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
緊
張
し
て
会
に
臨
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

当
時
参
加
し
た
友
の
会
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
で
は
、
駒
場

の
樹
木
を
め
ぐ
る
講
演
会
も
、
駒
場
の
自
然
が
ど
れ

ほ
ど
豊
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で

き
、
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
で
も
す
で
に
十
五
年
以
上
が
た
ち
ま

し
た
。
こ
の
間
、
会
員
・
会
友
数
は
大
き
く
伸
び
、

催
し
物
に
も
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、会
員・

会
友
の
方
々
の
積
極
的
な
寄
付
活
動
に
よ
る
友
の
会

か
ら
の
学
部
へ
の
直
接
的
支
援
も
進
ん
で
き
ま
し

た
。
組
織
的
に
は
、
二
〇
一
六
年
に
、
そ
れ
ま
で
の

任
意
団
体
か
ら
一
般
社
団
法
人
へ
の
改
組
が
行
わ

れ
、
名
称
も
そ
の
時
「
駒
場
友
の
会
」
か
ら
「
東
大

駒
場
友
の
会
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、こ
う
し
た
友
の
会
の
発
展
は
、

多
く
の
方
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

歴
代
の
会
長
、
事
務
局
長
、
理
事
の
方
々
、
運
営
委

員
の
先
生
方
、
そ
し
て
事
務
局
員
の
方
々
の
た
ゆ
ま

ぬ
ご
努
力
に
、
こ
の
機
会
に
私
と
し
て
も
改
め
て
深

く
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
の
会
の
活
動
の
成
否
を
何
よ
り
も
左
右
す
る
の

は
、
会
員
・
会
友
の
皆
様
方
の
、
友
の
会
の
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
す
。
甚
だ
行
き
届
か
な
い
会

長
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

（
本
学
名
誉
教
授　

元
教
養
学
部
長　

第
五
代
東

大
駒
場
友
の
会
会
長
）

「
す
で
に
生
き
ら
れ
て
い
る
多
様
性
」

か
ら
学
ぶ

清
水
晶
子

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
多
様

性
と
包
摂
、
Ｄ
＆
Ｉ
）
は
、
こ
の
数
年
、
ち
ょ
っ
と

し
た
ブ
ー
ム
だ
。
日
本
社
会
を
見
渡
し
て
も
「
Ｄ
＆

Ｉ
」
の
お
題
目
は
各
所
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
し
、
女

性
や
様
々
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
包
摂
が
圧
倒
的
に
遅

れ
て
い
る
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
東
京
大
学

も
、
今
年
六
月
に
な
っ
て
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
宣
言
」
を
制
定
し
た
。

教
養
学
部
に
つ
い
て
言
え
ば
、
全
学
と
し
て
の
取

り
組
み
で
あ
る
女
性
研
究
者
へ
の
支
援
や
育
児
や
介

護
に
関
わ
る
支
援
な
ど
は
当
然
行
っ
て
い
る
し
、
障

害
の
あ
る
構
成
員
へ
の
支
援
や
合
理
的
配
慮
の
取
り

組
み
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
、
進
ん
で

い
る
。
教
育
面
で
は
、
二
〇
二
一
年
度
か
ら
学
部
新

入
生
に
向
け
た
Ｄ
＆
Ｉ
啓
発
ビ
デ
オ
を
作
成
し
視
聴

を
促
す
と
同
時
に
、
受
講
希
望
者
が
多
く
な
り
す
ぎ

て
い
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
授
業
を
増
や
し
、
フ
ォ
ー

カ
ス
の
少
し
ず
つ
異
な
る
三
通
り
の
授
業
を
開
講
し

て
い
る
。
二
〇
二
三
年
度
か
ら
は
Ｄ
＆
Ｉ
関
連
授
業

を
拡
大
し
、
よ
り
多
様
な
テ
ー
マ
で
の
講
義
と
演
習

を
提
供
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
間
違
い
な
く
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
教
養
学
部
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
場
の
Ｄ
＆
Ｉ
を
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
大
学
組
織
側
、
あ
る

い
は
教
員
側
か
ら
の
働
き
か
け
で
あ
っ
て
、
学
生
側

は
基
本
的
に
は
様
々
な
取
り
組
み
を
受
け
取
る
側
と

し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

大
学
は
、
教
員
、
職
員
、
そ
し
て
学
生
・
院
生
と

い
う
、
大
き
く
わ
け
て
三
通
り
の
関
わ
り
方
を
す
る

人
々
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
大
学
に
お
け
る
Ｄ
＆
Ｉ
が
教

職
員
の
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
ば
か
り
構
想
さ

れ
、
学
生
が
い
か
に
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
の
主
体
と
し
て
参

画
す
る
の
か
が
後
景
化
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
大
学
に

と
っ
て
好
ま
し
い
あ
り
方
で
は
な
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
大
学
や
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け

る
Ｄ
＆
Ｉ
と
は
、
多
様
な
教
員
や
職
員
だ
け
で
は
な

く
、
多
様
な
学
生
・
院
生
の
存
在
を
念
頭
に
お
い
て

考
え
ら
れ
て
い
る
。
学
生
や
教
員
の
男
女
比
の
圧
倒

的
な
偏
り
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
東
京
大
学
で

は
、「
多
様
な
」

│
つ
ま
り
構
成
員
の
多
数
派
と

は
異
な
る
属
性
を
持
つ
│
学
生
・
院
生
と
し
て
ま

ず
想
像
さ
れ
る
の
は
女
性
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
と
同
時

に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
日
本
国
籍
非
保
持
者
、
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言
語
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
で
あ

る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ

社
会
の
中
で
自
分
た
ち
の
生
存
と
権
利
を
主
張
し
、

そ
れ
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
こ

の
人
々
の
主
張
と
運
動
と
が
、
社
会
を
多
様
で
包
摂

的
な
方
向
へ
と
動
か
し
て
き
た
の
だ
。
そ
し
て
、
障

害
者
運
動
を
中
心
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
標
語「N

othing A
bout U

s W
ithout U

s

（
私

た
ち
の
こ
と
を
私
た
ち
抜
き
で
決
め
る
な
）」
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
運
動
に
お
い
て
自
律

や
自
己
決
定
は
し
ば
し
ば
重
要
な
目
標
だ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
も
、
多
様
で
包
摂
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
実
現
す
る
上
で
、
学
生
・
院
生
を
「
取
り
組

み
の
受
け
取
り
手
」
と
し
て
の
み
想
定
し
な
い
こ
と

は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
学
生
や
院
生
は
多
様
性
を

体
現
し
包
摂
を
要
求
す
る
主
体
で
あ
り
、
彼
女
ら
彼

ら
が
そ
の
よ
う
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
振
る
舞
い
、
多

様
で
包
摂
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
み
ず
か
ら
達
成
し

て
い
く
手
助
け
を
す
る
こ
と
は
、
大
学
の
教
育
的
役

割
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

二
〇
二
〇
年
に
立
ち
上
が
り
、
今
年
度
か
ら
は
対

面
開
室
が
始
ま
っ
た
駒
場
キ
ャ
ン
パ
スS

aferS
pace

（
通
称
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
の
役
割
の
ひ
と
つ
は
、
ま
さ
に

そ
こ
に
あ
る
（
＊
）。
す
な
わ
ち
、
多
様
で
包
摂
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
学
部
学
生
や
大
学
院
生
が
作
り

上
げ
て
い
く
た
め
の
場
を
用
意
し
、
知
見
を
共
有
し

て
、
そ
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

こ
れ
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
来
る
学
生
が
、
一
方
的
に
大

学
院
生
や
教
員
か
ら
Ｄ
＆
Ｉ
に
関
す
る
知
識
の
提
供

を
受
け
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

運
営
教
員
と
し
て
実
感
す
る
の
は
、
学
生
達
が
い
か

に
す
で
に
、大
学
を
多
様
で
包
摂
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
す
る
た
め
に
学
び
、
考
え
、
行
動
し
て
き
て
い
る

か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

学
生
た
ち
が
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

に
寄
せ
て
く
れ
る
様
々
な
疑
問
や
不
満
、
期
待
や
提

案
は
、
切
実
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
障
害
な
ど
に
関
す
る

学
術
的
知
見
に
照
ら
し
た
と
き
、
し
ば
し
ば
驚
く
ほ

ど
的
確
で
も
あ
る
。
個
々
の
学
生
か
ら
、
あ
る
い
は

様
々
な
学
生
団
体
か
ら
の
、
要
望
や
提
案
、
申
し
出

な
ど
を
受
け
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
少
し
ず
つ
、
け
れ

ど
も
着
実
に
、
変
化
し
て
い
る
。

大
学
に
お
け
る
Ｄ
＆
Ｉ
は
教
職
員
側
か
ら
一
方
的

に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ

う
な
学
生
た
ち
の
す
で
に
生
き
ら
れ
て
い
る
多
様
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
大
学
の
側
も
学
ぶ
こ
と
が
、
大
学
の
Ｄ
＆
Ｉ
推

進
に
向
か
う
重
要
な
一
歩
な
の
で
は
な
い
か
。

（
＊
）
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
立
ち
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、

常
在
す
る
助
教
／
研
究
員
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
は

じ
め
、
業
務
遂
行
に
不
可
欠
な
備
品
の
購
入
を
、
東

大
駒
場
友
の
会
に
ご
支
援
頂
い
た
。
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
総
合
文
化
研
究
科 

超
域
科
学
文
化
専
攻
教
授
）

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と 

日
本
の
今
後
の
生
き
方

東　
大
作

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
侵
攻
し
た
日
、
私
は
偶
然
、
福
岡
県
の
筑
後

川
に
あ
る
山
田
堰
の
視
察
に
行
っ
て
い
た
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
医
療
や
灌
漑
の
た
め
に
三
八
年
間
の
人

生
を
捧
げ
ら
れ
た
中
村
哲
医
師
が
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
干
ば
つ
で
農
地
が
砂
漠
と
化
し
、
飢
え
に
苦
し

む
ア
フ
ガ
ン
の
人
々
の
た
め
に
な
ん
と
か
灌
漑
を
広

げ
た
い
と
考
え
、
そ
の
モ
デ
ル
に
し
た
の
が
、
こ
の

山
田
堰
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

川
岸
の
視
察
を
終
え
車
に
戻
る
と
、
ロ
シ
ア
軍
が

一
斉
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
た
。
同
行
し
て
く
れ
て
い
た
、

中
村
医
師
と
共
に
ア
フ
ガ
ン
の
支
援
に
携
わ
っ
て
き

た
村
上
優
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
長
は
、「
ソ
連
が
ア
フ
ガ

ン
に
介
入
し
た
時
と
同
じ
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

ね
」
と
話
さ
れ
た
。
一
九
七
九
年
に
ソ
連
は
傀
儡
政

権
を
維
持
し
よ
う
と
ア
フ
ガ
ン
に
侵
攻
、
そ
れ
か
ら

十
年
間
泥
沼
の
ゲ
リ
ラ
戦
を
戦
い
、
一
九
八
九
年
に

最
終
的
に
撤
退
し
た
。
そ
の
後
、
タ
リ
バ
ン
が
い
っ

た
ん
ア
フ
ガ
ン
を
平
定
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
今

度
は
米
国
が
九
一
一
攻
撃
を
実
施
し
た
ア
ル
カ
イ
ダ

の
拠
点
が
ア
フ
ガ
ン
に
あ
る
と
し
て
軍
事
介
入
、
さ

ら
に
二
〇
年
戦
い
が
続
い
た
。
昨
年
米
軍
が
撤
退
、

タ
リ
バ
ン
が
全
土
を
再
び
掌
握
し
た
。

東
京
に
戻
っ
た
後
、
核
大
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
侵
攻
し
、
西
側
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武

器
供
与
と
経
済
制
裁
で
対
抗
し
て
い
く
状
況
を
見

て
、
世
界
大
戦
に
繋
が
ら
な
い
の
か
、
自
分
な
り
に

焦
燥
感
に
か
ら
れ
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
大
国
に
よ
っ

て
侵
攻
さ
れ
た
国
の
平
和
構
築
に
つ
い
て
二
〇
年
以

上
、
現
地
調
査
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
経
験
か
ら
伝

え
る
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と
思
い
、
自
分
で
企

画
書
を
作
り
四
月
八
日
発
売
の
雑
誌「
世
界
」に「
世

界
大
戦
を
ど
う
防
ぐ
の
か
」
と
い
う
拙
論
を
掲
載
し

て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民

放
の
い
く
つ
か
の
番
組
や
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
で
所
見
を
述
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
私
が
主
張

し
て
い
る
の
は
主
に
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、「
ロ
シ

ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
、
ロ
シ
ア
が
何
を
し
た
ら
制
裁
を
解
除
す
る
の
か

を
明
確
に
し
な
い
と
、
制
裁
に
効
果
が
出
な
い
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
や
歴
史
か
ら
い
っ
て
明
ら
か
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

ト
ラ
ス
外
相
が
三
月
末
に
発
言
し
た
よ
う
に
「
ロ
シ

ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
し
た
ら
、
制
裁
の
多

く
を
解
除
す
る
」
こ
と
で
、
西
側
が
合
意
で
き
る
か

が
一
つ
の
焦
点
に
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
戦
争

を
「
民
主
主
義 

対 

専
制
主
義
」
の
戦
い
と
い
う
図

式
に
す
る
の
は
賢
明
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
世
界
中
の
国
で
、民
主
主
義
的
な
体
制
の
国
は
、

ま
だ
四
五
％
く
ら
い
に
す
ぎ
ず
、
あ
と
は
、
非
民
主

主
義
的
な
国
で
あ
る
。
で
も
他
国
の
領
土
を
侵
略
す

る
よ
う
な
国
は
殆
ど
な
い
。
そ
の
こ
と
で
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
世
界
は
一
定
の
平
和
を
享
受
し
て
き

た
。
そ
の
意
味
で
、「
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
守
る
国 

対 

守
ら
な
い
国
」
と
い
う
図
式
に
し
て
、
な
る
だ
け

多
く
の
国
が
ロ
シ
ア
に
対
し
て
こ
の
一
方
的
な
侵
略

を
や
め
、
ま
ず
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
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を
求
め
て
い
く
状
況
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ

と
私
は
考
え
て
い
る
。

ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
の
国
々
が
平
和
に
な
っ
た
わ

け
で
も
、
干
ば
つ
に
よ
る
飢
餓
や
食
料
危
機
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
侵
攻
に
よ
っ
て
食
料
価
格

が
高
騰
し
、
逆
に
深
刻
化
し
て
い
る
。
一
方
欧
米
は
、

こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
ど
う
収
め
る
か
に
、
多
く

の
外
交
的
資
源
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
時
日
本
が
、
干
ば
つ
を
克
服
す
る
た
め
の
灌

漑
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
、
コ
ロ
ナ
な
ど
世
界
的
感
染
症

へ
の
対
応
な
ど
、一
国
で
は
対
応
で
き
な
い
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
課
題
」
の
解
決
の
た
め
に
、
よ
り
主
体
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
現
地
の
人
々
や
政
府
か
ら

も
、
欧
米
諸
国
か
ら
も
感
謝
さ
れ
る
は
ず
だ
。
ま
た

日
本
は
、
石
油
の
殆
ど
を
中
東
に
依
存
し
て
お
り
、

中
東
の
平
和
や
安
定
は
、
日
本
の
国
益
に
も
直
結
す

る
。そ

の
時
の
日
本
の
大
事
な
資
産
の
一
つ
が
、
中
村

医
師
が
二
〇
年
か
け
て
作
り
上
げ
た
、
現
地
の
技
法

を
尊
重
し
、
壊
れ
た
ら
現
地
の
人
た
ち
の
手
で
修
復

で
き
る
堰
や
用
水
路
に
よ
る
灌
漑
技
術
で
あ
る
。
昨

年
、
タ
リ
バ
ン
が
復
権
し
た
あ
と
も
、
暫
定
政
権
と

協
議
し
つ
つ
事
業
を
続
け
、
中
村
さ
ん
の
亡
き
後
、

現
地
の
職
員
と
日
本
に
い
る
職
員
だ
け
で
、
一
か
ら

作
っ
た
最
初
の
堰
（
全
部
で
十
一
個
目
の
堰
）
も
今

年
二
月
に
完
成
し
た
。
既
に
一
六
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ぶ
こ
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ｆ

Ａ
Ｏ
が
協
力
し
、
全
国
に
広
げ
る
準
備
も
進
ん
で
い

る
。戦
争
が
終
わ
っ
て
治
安
は
大
幅
に
改
善
し
、人
々

は
普
通
に
州
を
ま
た
い
で
行
動
し
、
夜
で
も
街
を
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
灌
漑
が
全
土
に

広
が
れ
ば
、
四
〇
年
来
の
悲
願
で
あ
る
ア
フ
ガ
ン
の

人
々
の
「
自
立
と
安
定
」
に
向
け
た
決
定
的
な
支
援

に
な
り
得
る
。

こ
う
し
た
事
業
こ
そ
、
ポ
ス
ト
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
後
の
日
本
の
生
き
方
を
象
徴
的
に
示
す
こ
と
に
な

る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
今
も
山
田
堰
の
流

れ
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
ア
フ
ガ
ン
に
ま
た

戻
り
た
い
と
祈
念
し
て
い
る
。

（
東
大
准
教
授
等
を
経
て
、
上
智
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）

金
曜
講
座
二
〇
二
二
年
度
・
冬
学

期（
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
）

東
京
大
学
教
養
学
部
主
催
「
高
校
生
と
大
学
生

の
た
め
の
金
曜
特
別
講
座
」
は
、
二
〇
二
二
年
度
・

冬
学
期
（
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
）
も
会
員
の
皆
様
に
受
講

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、

二
〇
二
三
年
度
・
夏
学
期
以
降
も
継
続
し
て
金
曜
講

座
を
受
講
可
能
か
ど
う
か
は
、
現
段
階
で
は
未
定
で

す
）二

〇
二
二
年
度
・
冬
学
期
（
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
）
の

金
曜
講
座
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
同
封
チ
ラ
シ
記
載
の

通
り
で
す
。
開
催
時
間
は
十
七
時
三
〇
分
か
ら
十
九

時
ま
で
で
す
。
講
座
終
了
後
、
質
疑
応
答
を
延
長
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
退
室
は
自
由
で
す
。

受
講
希
望
の
方
は

https://form
s.gle/toaw

D
nN

Zy9U
cG

P
M

67

ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ー
ム
よ
り
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

付
手
続
き
に
日
数
を
要
す

る
た
め
、
直
前
に
お
申
込

み
い
た
だ
い
て
も
講
座
の

受
講
に
間
に
合
わ
な
い
可

能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
質
問
等
へ
の
ご
回
答
に
は
一
週
間
ほ
ど

お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
、
ど
う
ぞ

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
受
講
に
関
す
る
ご
質
問
等
は
東
大
駒
場
友
の

会
事
務
局
内
の
金
曜
講
座
窓
口
ま
で
、
メ
ー
ル
に

てtom
onokai.friday.lecture@

gm
ail.com

宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
窓
口
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
東
大
駒
場
友
の
会
及
び
金
曜
講
座
事
務
局

で
は
ご
質
問
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
金
曜
講
座
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/

◆
友
の
会
主
催
行
事
の
ご
案
内

＊
秋
の
講
演
会 

 

（
十
月
二
十
二
日
（
土
）
開
催
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
。
同
封
別
紙

参
照
。

＊
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場 

 

（
十
一
月
開
催
予
定
）

※
現
地
・
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
開
催
予
定
。
決
定
次
第
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
に
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細
は 

 

当
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
第
七
十
三
回 

駒
場
祭

十
一
月
十
八
日
（
金
）
〜
二
十
日
（
日
）

※
現
地
・
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
開
催
予
定

詳
細
は
駒
場
祭
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

h
ttp

s://w
w

w
.kom

ab
asai.n

et/73/p
re/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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東大駒場友の会会報  ［第39号］　2022（令和4）9月30日

＜一般会計＞

(単位：円)

予　算　額 決　算　額 差　　異 備考

Ⅰ　事業活動収支の部

　1．事業活動収入

(1) 会費収入 ①通常会員会費収入 1,300,000 1,405,000 △ 105,000

②会友会費収入 5,500,000 6,088,000 △ 588,000

③終身会員会費収入 300,000 415,000 △ 115,000

　　　　会費収入計 7,100,000 7,908,000 △ 808,000 注１

(2) 寄付金収入 ①学生のための寄付金収入 3,000,000 2,906,000 94,000

　　　　寄付金収入計 3,000,000 2,906,000 94,000

(3) 事業収入 ①保護者と教養学部長との懇談会 0 0 0

②活動報告会 0 0 0

③食関連セミナー 200,000 294,000 △ 94,000

④秋の講演会 50,000 0 50,000

⑤秋の文化イベント（父母向け） 50,000 0 50,000

⑥カレンダー事業 50,000 47,920 2,080

　　　　事業収入計 350,000 341,920 8,080

(4) その他収入 ①受取利息収入 500 116 384

②雑収入 1,000 500 500

　　　　その他収入計 1,500 616 884

　　　　　　事業活動収入　計 10,451,500 11,156,536 △ 705,036

　２．事業活動支出

(1) 事業費支出 ①給料手当支出 1,200,000 1,200,000 0

②臨時雇賃金支出 0 0 0

③福利厚生費支出 350,000 350,000 0

④会議費支出 300,000 32,466 267,534

⑤旅費交通費支出 10,000 0 10,000

⑥通信運搬費支出 800,000 617,714 182,286

⑦消耗品費支出 350,000 93,037 256,963

⑧印刷製本費支出 700,000 747,999 △ 47,999

⑨賃借料支出 50,000 0 50,000

⑩委託費支出 500,000 461,164 38,836

⑪諸謝金支出 100,000 98,700 1,300

⑫寄付支出 5,683,000 5,682,698 302

⑬雑支出 80,000 12,610 67,390

　　　　事　業　費　支　出　計 10,123,000 9,296,388 826,612

(2) 管理費支出 ①給料手当支出 560,000 560,000 0

②臨時雇賃金支出 0 0 0

③福利厚生費支出 0 10,000 △ 10,000

④会議費支出 50,000 8,326 41,674

⑤旅費交通費支出 2,000 0 2,000

⑥通信運搬費支出 356,000 355,718 282

⑦消耗品費支出 100,000 5,914 94,086

⑧印刷費支出 100,000 101,560 △ 1,560

⑨光熱水料費支出 100,000 85,643 14,357

⑩事務室賃借料支出 220,000 215,876 4,124

⑪会員証作成費支出 500,000 326,472 173,528

⑫入会勧誘活動費支出 180,000 190,080 △ 10,080

⑬会費等振込料負担金支出 714,000 713,140 860

⑭委託報酬支出 1,100,000 1,003,143 96,857

⑮雑支出 10,000 14,510 △ 4,510

　　　　管　理　費　支　出　計 3,992,000 3,590,382 401,618

　　　　　　事業活動支出　計 14,115,000 12,886,770 1,228,230

　　　　　　　　事業活動収支差額 △ 3,663,500 △ 1,730,234 △ 1,933,266

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　　　投資活動収入　計 0 0 0

　２．投資活動支出

　　　　　　投資活動支出　計 0 0 0

　　　　　　　　投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　　　財務活動収入　計 0 0 0

　２．財務活動支出

　　　　　　財務活動支出　計 0 0 0

　　　　　　　　財務活動収支差額 0 0 0

(663,000)

337,000 337,000

　　　　　　　　税引前当年度収支差額 △ 4,000,500 △ 1,730,234 △ 2,270,266

　　　　　　　　法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0

　　　　　　　　当年度収支差額 △ 4,070,500 △ 1,800,234 △ 2,270,266

　　　　　　　　前年度繰越収支差額 12,484,377 12,484,377 0

　　　　　　　　次年度繰越収支差額 8,413,877 10,684,143 △ 2,270,266

注２：予備費使用額　 ◆事業費支出-給料手当支出100,000円、寄付支出183,000円　◆管理費支出-管理費支出-給料手当支出160,000円

注１：会費収入に含まれている前年度前受金額は、通常会員会費収入550,000円、会友会費収入2,232,000円です。

通信運搬費支出106,000円、会費等振込料負担金支出114,000円　合計：663,000円

収 支 計 算 書
２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日まで

勘　　定　　科　　目

Ⅳ　予備費支出 注２


